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30 ヵ月齢のウシ切歯を切端から 5 ㎜の位置で切断し、試料とした。使用菌種は Streptococcus 
sanguinis（ATCC 10556菌株）、Porphyromonas gingivalis（ATCC 33277菌株）、Staphylococcus aureus







各条件適応後の ATP量の比較を Kruskal-Wallis検定後 Sheffe検定にて、蒸留水または WOA浸漬後の
試料の表面粗さの比較を Studentの t検定にて解析した（α＝0.05）。 
 
３．研究成績および結論 
S. sanguinis 、P. gingivalis 、S. aureus 、S. pneumoniae の ATP 量は、DW と WOA、WOA-U との間に
統計学的有意差を認めた。一方、どの菌種においても WOA、DW-U 、CHX-U、WOA-Uの各群間には統計学的有
意差を認めなかった。また、試料浸漬後の算術平均粗さについては、DWと WOAの両群間に統計学的有意差
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 結果の要旨       
 






本研究は、誤嚥性肺炎の発症の原因菌が歯面に形成したバイオフィルムに対する Water containing 
organic acids（WOA）の抗菌効果を検討したものである。30 ヵ月齢のウシ切歯を試料とし、S. sanguinis、
P. gingivalis、S. aureus および S. pneumoniae を付着させ、蒸留水（DW）、グルコン酸クロルヘキシジン
（CHX）、WOA に浸漬した群と、それぞれに浸漬したのち超音波洗浄をする群（DW-U、CHX-U、WOA-U）
の 6 群に対して、付着した菌の活性を ATP 計測により評価した。更に試料を DW と WOA に浸漬後、試
料の表面粗さを測定した。その結果、ATP 量は WOA 群と DW 群に統計学的有意差を認めたが、WOA、
DW-U、CHX-U、WOA-U の４つの群の間には統計学的有意差を認めなかった。また表面粗さは DW と











の 2 点から安全と考えられること、④S. sanguinis は、ペリクルに最初に付着し、P. gingivalis、S. aureus 
と S. pneumoniae は、誤嚥性肺炎の原因として報告されているため、今回の実験で使用したことなどが説
明された。また、その他の質問に対しても妥当な結果が得られた。さらに、タイトル、方法、結果および
考察中の専門用語や文章表現、図表の最適化に関して指摘があり、訂正が行われた。 
その結果、本研究で得られた知見は歯学の発展に寄与するところが大であり、学位授与に値するものと
判定された。 
 
